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研究成果の概要（和文）：　ライセンシング・ネットワークは、技術革新過程のネットワークとしてとらえられる。こ
の研究では、技術革新が生起する技術コミュニティの進化プロセスをマルチエージェント型のコンピュータ・シミュレ
ーション・モデルとして構築した。その際に重要な役割を果たすのはサブコミュニティの文化である。Max Weberの「
殻」の概念では、殻の裏側では常に硬直性がつきまとうのだが、似たようなことは経営学でもコア能力/コア硬直性と
して指摘されてきた。企業文化論、組織文化論では、強い文化が肯定的に主張されてきたが、たとえばNIH症候群の存
在は、強い文化がライセンシングだけではなく、技術革新をも阻害する可能性を示している。

研究成果の概要（英文）：The licensing network is regarded as the network of innovation processes. This stu
dy built up the multi-agent computer simulation model of the evolutionary process of technological communi
ties which encourage innovation. The culture of sub-communities plays an important role in our model. Max 
Weber's "shell" concept revealed the rigidity of community members behind the shell. Similarly, recent man
agement theory argued the flip side rigidity behind the front side core capability. The researchers in cor
porate culture and organizational culture focused on only positive effects of the strong culture, but the 
existence of NIH (Not Invented Here) Syndrome cases provide us good examples where strong culture prevents
 licensing, and innovation as well.
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１．研究開始当初の背景 
発明には、研究開発の成果としてナイーブ
にイメージされている「内発型」の発明だけ
ではなく、それとは別の要因や文脈で行われ
る「非内発型」の発明がある。非内発型の発
明を促す要因を分析するためには、科学的・
技術的視点とはまったく異なる視点、ライセ
ンス・ビジネス(あるいはライセンシング・
ビジネス)の視点からの分析が必要となる。
さらに「内発型」の発明に関しても、技術革
新のスピードが速い場合には、自社内のリソ
ースが決定的に重要になってくるが、逆に、
技術革新のスピードが比較的遅い場合には、
他社とのネットワークが成功の重要な鍵と
なる可能性が高い。 
 
２．研究の目的 
この研究計画では、ライセンス・ビジネス
の実態や事例を調べていくとともに、そうし
たデータを基礎にして、ライセンシング・ネ
ットワークのモデルを構築し、その中に埋め
込まれた企業の企業内行動がどのように変
化していくのかをシミュレーション・モデル
によって分析することを目的としている。 
 
３．研究の方法 
この研究計画では、ライセンシング・ネッ
トワークの中に埋め込まれた企業の企業内
行動がどのように変化していくのかをシミ
ュレーション・モデルによって分析するとい
う目的のために、(i)実際の企業のライセン
ス・ビジネスの実態や事例の調査なども行い
ながら、(ii)日本企業の意思決定原理とライ
センス・ビジネスを組み合わせたロジックを
もったエージェントのモデルを開発し、
(iii)企業の枠を超えて展開するライセンシ
ング・ネットワークのモデルを構築するとい
う方法で研究を行った。ただし、2011 年 3月
に発生した東日本大震災による制約から、当
初の研究計画、研究方法を一部変更している。 
 
４．研究成果 
 
(1) 発明には、「内発型」と「非内発型」の
発明がある(論文[27]、学会発表[6])。この
うち「内発型」の発明は、従来から技術革新
研究の分野で研究されてきたが(論文
[8][11][13][28])、非内発型の発明を促す要
因を分析するためには、ライセンシング・ネ
ットワークの視点からの分析が必要となる
(論文[9])。このライセンシング・ネットワ
ークは、単なる特許等知的財産権の使用許諾
のネットワークを意味しているのではない。
もっと広く、経済主体間の技術革新のネット
ワーク、プロセスとしてとらえる必要がある
(論文[17]、学会発表[4])。しかも、従来の
経営学が暗黙の裡に前提としてきた制御、統
御、管理といった秩序とは、別のメカニズム
で動いていると考える必要がある(論文
[25][29]、図書[2][3][4][6]、学会発表[5])。 

 
(2)そこで、最初に、技術革新が生起する技
術コミュニティをその進化プロセスがどう
なっているのか、そして組織化のプロセスは
どのように進行するのかに着目した(論文
[10][33])。この観点から分析ならびに実際
の調査データを使ったトレースを行なうの
に際し、従来からの学説でも、技術展開の方
向性が技術コミュニティの力学によって決
まるということはいわれてきたが、この研究
では、それを一歩進め、その開発スピードも
技術コミュニティの内部変化によって大き
く変化することを説明するモデルを構築し
てみた(論文[30])。そのためには、技術コミ
ュニティ内のサブコミュニティとして開発
者コミュニティとユーザー・コミュニティを
考え、この二つのサブコミュニティの文化を
あるルールに則って脱ぎ替えることで、ある
ときには開発者コミュニティの一員として、
あるときにはユーザー・コミュニティの一員
として行動するオーディエンスが存在する
というモデルを考える。このサブコミュニテ
ィ文化の脱ぎ替えルールとして、文化変容の
領域で整理されてきた分離志向と同化志向
を採用し、実際にそれをエージェントのルー
ルとして組み込んだマルチエージェント型
のコンピュータ・シミュレーション・モデル
を構築した。さらに、分離志向と同化志向の
測定尺度も開発し、実際の調査データにより、
その妥当性の検証を行なった。また、そこか
ら派生した「組織力」とは何かというリサー
チ・クエスチョンについても分析を行った
(図書[5]、論文[24][26]、学会発表[2][3])。 
 
(3) 2011 年 3月に東日本大震災があったため
に、大学の研究室や図書館が使えなくなった
り、出張や移動等が難しくなったりした。そ
のため、それまでの研究スタイルを維持する
ことが難しくなったので、途中で、研究のス
タイルを軌道修正し、これまでに収集してき
たライセンス・ネットワークに関する資料や
文献を渉猟し、研究成果を整理してまとめる
ことにかなりの時間を投入することとした。
その成果については、目に見えるように『赤
門マネジメント・レビュー』に毎月論文を連
載するというノルマを自らに課したが、その
結果、T 型フォードや ENIAC といった歴史的
な事象とその社会的背景に関しても、ライセ
ンス・ネットワークに関する萌芽が既に存在
していたことが分かり、それをさらにマック
ス・ウェーバーの「殻」の概念を使って、う
まく説明できる可能性があることも分かっ
てきた。Weber の官僚制の比喩としても有名
な「鉄の檻」(iron cage)は、ドイツ語の原
語はゲホイゼすなわち「殻」で、鉄の檻はい
まやタルコット・パーソンズの英訳時の誤訳
だったというのが定説になりつつある。ゲホ
イゼのイメージは、一方的に拘束する檻では
なく、護符としての「殻」の陰に人間がしが
みついているイメージで、「殻」の裏側では



常に硬直性がつきまとうのだが、似たような
ことは経営学でもコア能力/コア硬直性とし
て指摘されている。こうしたアイデアとフレ
ームワークに基づいて、『赤門マネジメン
ト・レビュー』連載論文[16][18][19][20] 
[21][22][23]、学会発表[1]を再整理して、
学術書『殻』(図書[1])としてまとめ、出版
した。 
 
(4) こうして、ライセンシングや技術革新に
は単に組織能力や人材(論文[2][12][31]、学
会発表[7])だけではなく、企業文化が大きな
影響を与えていることが分かってきた。組織
の文化や風土に関しては、既に測定や概念化
も進んでいる(論文[1][4][5][6][32])。しか
し、ここで注目すべきなのは、かつての企業
文化論、組織文化論のブームのときには、強
い文化が注目され肯定的な主張が行われて
きたが(論文[3][7][14])、そうしたナイーブ
な主張には疑問があるということなのであ
る。たとえば NIH (Not Invented Here)症候
群のような指摘は、それ自体にかなり疑問点
はあるものの(論文[15])、仮に本当だとする
と、強い文化は、自前主義で他社からのライ
センシングを阻害する。しかし、それだけに
とどまらず、強い文化が「殻」として機能す
る場合には、その裏側では硬直化がつきまと
い、実は、自社内の技術革新そのものも阻害
する可能性があるということなのである。つ
まり強い文化と革新は、はたして両立しうる
のかという新しいリサーチ・クエスチョンが
生まれるのである。 
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